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　　　　　　　　エ　ロ　ス　來　ろ

　　　　　　　　　　　　山　　本　　…　　清

　　　　　　　　　　　　　　（1）

　いよいよエロスがやって來k．之れから暫く内外の天文耐會は此の珍ら

しい星を話題として賑はうだらうし．叉，各所の天文壼はあらゆる望遠鏡

を此の星に向けて，忙しいプログラムを途行ずる筈である．花山では去る

九月二十八日の夜，中村君が，11センチのカメラで撮つナこ爲眞板の中に，

早くも下れを瞥見し，共の後，短晴夜，中村柴田宮澤山本諸氏が此の星を

観つ・“けてるる。星の光が大きいので満月の夜でも，立派に見えてみる．

　　　　　　　　　　　　　　（2）

　いつナこいしエロス「とは何であるか？　と，いふと，いろいろ言ひナこいこ

ともあるが，まつ何よりも，要目占を言へば，それは一つの小遊星である・

名がLエロス「といふ有名なギリシャの懸愛祠1の名を與へられてるるので・

エロチシズムのやかましい今日，こんな名を呼ぶと，聞く人の中には憂な

感じを抱く人もあるか知れないが，何も特に深く考へる必要は無い．ナこN”

偶然こんな名が付けられナこのだと思って置けば好い・

　　　　　　　　　　　　　　（3）

　小遊星といふものは，今およそ1200個ほど確かに知られて居り，尚ほ其

の他に，観測不完全のものが1000個ほどもある．此の多数の小遊星の，大

部分は火星と木星との中州に軌道を持ち，週期は凡そ2年乃至8年である．

ところが，我がエロスは，此の多くの小遊星の中で，最も小さい軌道を有

し，週期は李均1年と278日に過ぎす，從って，大罷に於いて，火星よりも

内側に在る星である．只，星の形態の大きさを暫く度外観すれば，此のエ

ロスは火星と一封のL双子星「だと考へても差支へないやうに思はれる．

　　　　　　　　　　　　　　（4）

　それは今から約32年前の夏のことであっナこ．　　　　EPち西暦1898年
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（明治三十一年置の八月十三日の夜，ド1ツ國ベルリン市に，今もあるLウ

ラニや天文豪「で，若い天文家グスターフ●非ツトGus亡av　Wittといふ人

が，望遠鏡を南天のしみつがめ「星座に向けて，一枚の爲眞を撮つナこところ，

其の爲眞に三ってるるしみつがめ「座べ星の僅かに東南の揚所に一つの線を

引く下野を獲下しナこ．線を引く天膿は小遊星に二ってるる．そこで此の獲

見を直ちに中央局に報じ，中央局では取り敢へす之れに1898DQといふ假

りの名を與へて，此の事をナハリヒテン誌第3512號に褒表しナニ．光度は11

等と報ぜられナこ．

　弗ツト氏が撮つナこ三三板上にも明らかに，既の星は刻々著しく酉へ運動

することが知れナこ・醸りに其の運動が速いので，特に此の星が地球に近い

のであるかも知れないといふ豫感が多くの人々の胸中に往引しナこ．

　　　　　　　　　　　　　　　（5）

　非ツ5氏がベルリン市のウラニや天文塁でエロスの磯見爲眞を撮つナこの

は八月十三日午後十～時頃であっナこが，偶然にも其の同じ夜の午後九時五

十五分（地方時），佛國ニスの天文塁でペロタンPerrotin氏が，同じみつが

め座の爲眞を振つナこ其の中に，やはりエロスの像は篤ってゐナこ．光度は幾

らか明るく，約10．0等級といふ見積りであったが，位置は正しくべ星の東

南で，邦ツト氏の獲回しナこものと同一の星であることは疑ひの王地が無く，

しかも，撮影の時刻から言へば，小一時間ばかり，ペロタン氏の方が早か

つナこ．只，惜しいことに，弁ツト氏の磯見の方が早く三三に知れわたった

（モダンな言葉で言へば，宣傳がうまかった）ために，途にペロタン氏の名

は陰れナこま5になって了つナこ。

　　　　　　　　　　　　　　　（6）

　1898DQ星の観測は，すぐ，各地の天文塁で試みられ，共の結果から，

ベルリン市の天文回暦局のベルベリヒBerberich氏は，八月十四日，同二十

三日，同三十一日の，三回の観測位置を基礎として，此の星の軌道を計算

しナこ．軌道は，無論，一遊星のらしい楕圓形であって，其の二三は

　　　　楕圓軌道の長牛径が　　　　　　　　1，46］軍位，

　　　　近日鮎距離は　　　　　　　　　　　　L127
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民
ワ

　　　　順当形の離心率は　　　　　　　　　O’229

　　　　軌道面の傾斜角は　　　　　　　　　　II。7！

　　　　昇丈鮎の黄径は　　　　　　　　　　30349！

　　　　毎日の挙均運動角は　　　　　　　　　2010ノノ

　　　　公車專の週期は　　　　　　　　645H

といふことが知れナこ．

　長孚径が火星のものよりも短かいといふことは，ベルベリヒ氏は言ふに

及ばす，之れを知った総ての人々を驚かせた．（火星の長孚径は1．52eq位で

ある．）それに，離心率も著しく大きい．之れで判断して見ると，回る時に

は，此の星が極めて近く我が地球へ近づいて來ることもあるわけとなり，

三って，之れを利用して，太陽の距離を非常に精密に決定することも出來

る筈であるといふことが考へられた．かうした黙を指示して，ひろく學界

の特別なt7k意を喚起しナこのは，流石に斯界の権威くごルベリヒ氏其の人であ

った．

　　　　　　　　　　　　　　　（7）

　：太陽の距離といふものは，大昔しからの天文墨者が観測につとめナこもの

であるけれど，思ひの外，遠方なので，近世に至るまでは殆んど凡その見

當さへも附けられなかった・

　第十七世紀の初め，かの有名なケプラ1の天艘運動の注則が獲表せられ，

殊に其の第三法則には，

　　　　L各遊星の公簿週期の二乗は，長孚径の三乗に正比例する「

といふことが述べられてあっナこものだから，此の法則の原理を用みて，必

ずしも太陽自身を測定しなくとも，他の如何なる遊星の距離でも，若しそ

れを精密に測りさへすれば，其の結果から簡軍に計算して，目的の太陽距

離を算定することが出回るといふ道が與へられるやうになった．

　此の方法を最初に慮用して，第十六世紀の末に，佛國パリのカシニは火

星を観測し，叉，英知のハレa等は金星の観測をすtsめナこ．かうしナニ翻則

により，太陽視差は略々9”であることが知れた．（之れは，換言すれば，

太陽から地球の赤道牛径を見ると．角度9”に見えること．帥ち約400000⑪0
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里であるとの意である．）
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　　　　　　　　　　　　　　（8）

　太陽の覗差（又は距離）を知るナこめに火星や金星を観測することは第十九

世紀の中頃まで盛んに行はれナこが，しかし，結果は皆の人が回想したほど

優秀な成績ではなかつナこ．其の原因は，多分，算出すべき太陽一差が微少

な角度であるにも拘らす，襯測される火星や金星が絵りに大きい親直径を

持ってるるナこめ，望遠鏡の視野の中で細かい測微尺を當てがうのに可なり

の不精密が発れ得ない恨みがあっナこのである・そこで，一時此の研究は行

き詰まりのナ伏態であっナこ．ところが．1874年の頃，かの海王星獲見で：有名

なベルリン大學のガレ氏が，L火星や金星の代りに小遊星を観測しナこら宜

しからう「と提議しナニ．なるほど．小遊星ならば，直径が小さくて，世界

第一の望遠鏡で見ても，一つの鮎像にしか見えないのだから・之れに精密

な測微尺を用ゐナこり，ヘリオメ】タ1を使用しナこりすることは難事でない
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のでる．

　　　　　　　　　　　　　　　（9）

　ガレは自ら此の小遊星法を心用して，フロ1うといふ星を槻測し，つい

で此の方面の急減たるギルD．GH1はジユノ星を，それから叉，1888年頃

にはイリス，非クトリヤ，サフオの三星を親測しナこ．三等の観測から得た

太陽視差を通覧すると，下表の通りである．

観測者
ガレ

ギル

ク

ク

ク

小遊星

7ロ1ラ
ジユノ

イリz

ギクトリヤ

サフオ

太陽親差

8．！！S7

8，77

8．812

8．801

8．798

　年

1873

1S74

］888

1889

1S89

此等の結果を見ると，ガレの提案は良く報ゐられナこものであって，太陽の

視差は一一先づ満足すべき程度にまで決定されtこと言って差支へない．しか

し，満足といふのも，言は・“，程度問題で，未だ百分の一秒の桁を確定す

る域には達してみない．只，小遊星以前の時代に比べれば，大なる進歩だ

と言ふに足るのみである．

　　　　　　　　　　　　　　　（10）

　こtiに，ユ898　DQが嚢見されたのである．此の星は，前にも記したi通

り，軌道の長牟径が1．46であって，火星よりも小さい．從って，或る揚

合には，我が地球へO．5以下の，驚くべき近距離にやって來る．だから，

此の星を太陽税差の算定のナこめに槻測するならば，今までの如何なる星に

も優る域績を塞げることが出來るのは明らかである．ベルベリヒ氏は此の

貼を張く：主張しナこ．

　そこで，ベルベリヒ氏や其の他の人々も，先づ此の星の軌道を研究して，

L果して何年に此のDQ星が，特に近く我が地球へ近づいて來るか■とい

ふことを知らうと力めた．

　此等の人々の研究により，DQ星は，獲見後二年目の，1900年の末から

1901年初の頃，地球に近づくことが知れナこので，俄かに學界は緊張しナこ氣
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持ちになった．そして，此の絶好の機會を逃さす，全世界一致して，槻測

に當らうといふことになつナこ．

　　　　　　　　　　　　　　　（11）

　1898DQ星の評1…llは俄かに高くなつナこ．そして，之れが我が太陽系の新

しいメムバーであると定められるや，之れに名を附する標利は，今までの

慣習により，最初の磯見者邦ツト氏に輿へられナこ．

　罪ツト氏は回れにしエロス■の名を與ヘナ：・小弓を引いて懸愛をねらう愛

らしいギリシャの心門の名であるが，そんなことは如何でも良い．ナこ・“．

こ・に見逃せないことは，他の多くの小遊星が大低皆女性の名を與へられ

る慣習になってみるのに，こんどのDQ星だけは，わざわざ，三牲の名を

與ヘナこことである．之れは此の星の重要性を特に記念するナこめである．

　此のエロス星は，正式に登録された小遊星の第433番目に當る．故に，

時々，之れは（433）といふ符號で呼ばれる。

　　　　　　　　　　　　　　　（　12　）

　エロスの評判が學界に高まると共に，軌道の研究は益々ひろく行はれナこ・

此等の研究の中で面白いことは，三二ハーブード大學天文塁のピヶリング

教授が，かねて数年前から毎晴夜撮影して旧いナこ多くの天艦寓三板の中か

ら，エロスの像を捜索しやうと試みたことであった．ピケリング氏は，先

づ1894年度の碧三板を検査したが，生憎，一つも見付からなかつナニ．とこ

ろが1896年の四月と六月とに撮つナニ四枚の寓屓板に運よくもエロスの像が

見つかつナこので，勢ぴを得て，再び位置推算を豊直しつ・・，1893年以來

の爲眞板を瞼査し，果して，1893年十二月十九日から翌年四月十八日まで

の出現期にある六枚の爲眞板に之を見つけ，叉1893年十月二十八日から

1896年六月三十日までの接近期にある十三枚の寓眞板とにエロスの像を見

つけナこ．これにより，罪ツト氏の獲見に先だつて，1893年十月から1896年

六月までにわナこり，総計21個のエロス像を見出しナこことになる．之れは實

に驚くべき槻弓記録であっナこ．そして，此等の位置の研究により，エロス

の軌道は愈々確定しナこ．
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　　　　　　　　　　　　　　　（13）

　小遊星とは火星と木星との中問に在る小天膿であるとの定義が，第十九

世紀の初めから最も一一maに認められてみた・實際，エロスが獲見されるまで

は，一つも此の定義から外れるものが無かつナこのである．故に，1898年の

夏，このエロスが磯見せられナこ時，三密に上記の定義が當てはまらなくなつ

ナこので，三者聞に新しくいろいろの議論が交された・或る人は，L若干の小

遊星の近日瓢距離よりも遠い遠日黒占を持つ星は小遊星と考へて差支へ無い

んだ「といひ，叉或る人は，．火星の軌道が小遊星軌道の限界では無いの

だ「といひ，又，エロス以外の最小楕圓軌道を持つホンガリヤといふ小遊

星とエロスとの間にある旧い四二はL將來多くの新小遊星が磯見されて，

埋められるのだらう「と言ひ，又，或る人はL火星も小遊星なのか知れな

い■とさへ三つtこ・

　　　　　　　　　　　　　　　（14）

　ギツト氏が獲見して以後最初のエロス接近は，いよいよlgeorp秋から観

測された．丁度此の頃は天文學界に爲眞術が用ゐられて聞も無い頃であっ

tので，今日から見ると，大して優れtこ爲眞望遠鏡も無かったけれど，そ

れでも，1885年頃から三際的計書の下に使用されてるナこ干害天骨用の径33

センチ望遠鏡が多くエロスに向けられナこ．又，眼視槻測が行はれナこことも

勿論である．

　観測は約竿歳の聞各天文毫で行はれ，1901年秋の頃から計算が行はれ

た．そして多くの人が太陽三差の精密なものを算出することを力めナこ．其

の中でも優れナこ成績は英のヒンクス氏と，米のペライン氏とのものであっ

ナこ．ペライン氏は多くの三三観測から

　　　太陽覗差は　　　　8．”8067±0！ノ0025

と算：出しナこ．ヌ．，ヒンクス氏は

　　　　　H艮雇見回ミ則力・ら　　　　　　8．！！806　土　0．”004

　　　　　爲」翼観浪研力、ら　　　　 8．”807±0！！0027

といふ結果を獲表した．さすがに良い成績であって，さきのギル氏の結果
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に比べて，正に百分の一秒は（否，千分の一秒の程度までも）確定されtと

見て宜い．

　　　　　　　　　　　　　　　（15）

　しかし，醗って上記の1900－1901年の時のエロス陣容を見るに，いろい

ろ不満足な瓢が無いでも無かつナこ．中にも，最も難物であっナこのは，エロ

スの位置を測定しナこ揚合の基準恒星の準備研究が不充分なことであっナニ・

要するに，雪見後僅か二年目にして此の好機會を迎えナこがため，あらゆる

準備に，可なり不充分であっナこ恨みがある．故に，ほんとうに満足すろや

うなエロスの槻測は，も少し鯨裕を置いて，次ぎの接近期を待たざるを得

ないと一般に思はれナこ・

　次ぎの接近期　　　　それは1930年末から翌1931年初へかけての約孚歳

である．

　三十年ぶりでやって切るエロスの，こんどの接近期は，過ぐる1900－1901

年度の時よりも，星の接近の條件が著しく良い．エロスが近日鮎を通過す

るのは1931年一月十七日であるし，太陽との封衝は二月十七日である．叉，

地球との最近接は一月三十一日に起り，其の時，地球とエロスとの距離は

0．16輩位となる．Ellち，日本の里激で約六百萬里，實に月の六十倍に遍ぎ

ない．1900年の時，最近距離は0．3回覧，帥ち千二萬里であっナこ　　　此

の絶好機を出來るだけ有効に観測しなければならない．此の氣持ちが全世

界の天文家にある・

　　　　　　　　　　　　　　　（16）

　こんどのエロス接近のため，最初から大責任を負はせられてるるのは，

かの邦ツト氏である．氏は今尚ほ健在で，（ごルリン天文豪に，專らエロス

の軌道研究を績けてるる．氏は全世界の天文家の期待に滑ふナこめ，1925年

の頃，臥に1930年十月一日から1931年五月一日までにわナこるエロス星の天

与位置推算表を磯表しナこ・其れはナハリヒテン誌第5375號とマンスリノPt

テス誌第85巻とにある。下記は其の摘録である．
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　　　　　エロスの暫定位置推：算表［A．N．5575］

毎日グリsチ正午（日本中央標準時午後九時）の位置

月　日 赤径赤船 観差　光度／月　日 赤径　　赤緯 観差　光度

1930年 h　　m　　　　　o　　！ ノノ　　　　In h　　nL　　　　o　！ ノ！　　　m

10月1日 525．4＋弓4　2 12．2　10．5 ユ1月3日 731，3　4744
2 29，0　4414 荏 35．3　4743

3 32．5　4426 1 5 39．3　4741

4 36．Q　4438 l
I

6 743．3　4739 18，5　　9，5

5 539．6　4450 12．8　10．4 7 47，2　4736

6 43．2　45　1 8 51．1　4733

7 46．8　4512 9 55．0　4729

8 50．5　4523 10 7．58．9　4725 】9．4　9．3

9 5542　4533 13．4　10．3 11 8　2．8　4720

10 57．9　4543 12 6．．7　4714

11 6　1．6　4553 13 10．6　47　8

12 5．4　46　2 14 814．4　4711 20．4　9．2
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31 19．4　4743 3 21．2　4244

1］月1 23．4　4744 4 924．3　4223 26．6　8．6

2 727．3　4744 17．6　9，6 5 27．3　42　1
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　罪ツト氏の豫報に嫁ると，エロスは1930年十月初め，早くもしぎよしや「座

の束邊ゼ星の東二三度の黙に十等級の一星として現はれ，それから漸次東

へ移って，十月上旬末にはべ星の北隣を掠め，十一月にはしやまねこ「座を横

断し，十二月にはしおほくま「座力星の東南を経て直ちにしこし・「座に入り，

翌1931年元旦と共にしし・「座に侵入し，一路南下して，月末にはしセキスタ
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ンド座に入る．此の頃，地球からの距離最も近く，光輝は7等となって，

小さい望遠鏡にも容易に観望が出搾ること・なる・從って，時は嚴寒であ

るけれど，観測者の最も多忙な時期である．

　1931年二月三日頃，エロスはLセキスタント「を去ってLヒドラ■座に入り，

少しく速度を鈍らせつ・，三月にはしらしんばん「，Lポンプ7，　Lヒドラ「

の三星座の分枝鮎あたりに暫らく停止し，四月に入って，蓮動方向を逆簿

し，急に束に去ること・なる．

　上記のエロスの天室経路を星圖にでも書いて見れば明らかである通り，

遊星とは言ひながら，あだかも彗星の如く大謄敏速な運動をするのであっ

て，殊に一月末の頃は，回すぐに南へ南へと，毎日1度李にも達する赤緯

運動をする．實にめざましい限りである．

　　　　　　　　　　　　　　　（18）

　こんどのエロス接近のナこめには，去る1925年頃から，國際天文同盟に於

いて特別な委員會が任命せられ．南阿ケープ天文塾長スペンサ・ジョンス

氏を委員長として，實際襯測上の種々の手配りが講ぜられてるる・

　　　　　　　　　　　（エロス星から見たる地球）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EEBJ
　　　　　　　　　jAM　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MAR．1　DEC．1　　　　　　　　　　　　、　一　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　’．F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　ほド　ス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　》．．　　　　　　　　■　　・
　ノ　ヘ　　　　　　　　　　　ノ　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　奪

導
　メ

〆蔦
　　　。　　　　L

　　　　　　　　　　　　　lo　20　算　る。　eo　　　　　　　　　　　Ioo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H．　Postoer．　（A・IVr．　S’708）

　ベルリンのコプ氏はナノ・リヒテン誌第5375號に早くも総計419個の第一

種基準星目録を獲表し，次いでコプ氏等はナハリヒテン第5403號に第一種

の基準星403個の口端（績き）を獲表しナニ．其の後米國リク，白國ユクル

等の各天文塁では此の基準星の精密観測を難行しナこ．それから，ハムプル

グの天文豪のショア氏はナ・・リヒテン誌面5730號に爲眞用の比較星2247個
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を護表し，又，ベルリン大學のGストルーペ氏は眼識糸線観測用として

574個の比較星を撰定，ナハリヒテン誌第：5718號に磯表しナこ．かういふ風

にしてエロスの測微観測のナこめには實に至れり壷せりの準備がなされつS

ある．

　只，全世界天文家の協定により，・エロスの決定的位置推算表が獲表され

ることが豫期されてゐナこのに拘らす，最近に至るに飾れが現はれす，梢々

待ちくナこびれの感を吾人に抱かせナこが，夏の頃，既にL1925年に獲表され

ナニ暫定推算表は殆んど修正の除地なきまでに正確なものである「といふ二

三が傳はり，ついで九月に入り，いよいよ第一期十月中の決定的推算表が

獲表されナこ．之れで吾々は一安心である．

　　　　　　　　　　　　　　（19）

　二んどのエロスの観測は，自然，三方面に分れてみる．

第一．太陽三差乏目的とナるエロスの位置観測・之れは互ひに遠く南北に

　離れナこニケ所の天文憂が協力して行ふものと，叉，一ケ所の天文憂が建立

　に，成るべく束或は西の天に低く見えてみるエロスの位置を測定するの

　であるが，槻測は來年一月と二月頃，星の距離が最も近い時に行はれる．

第二．月の質量決定を目的とするエロスの位置観測．之れは1gOO－1901年

　の頃には殆んど忘れられてゐナこ重要事項である．エロスが子午線に近い

　時に行ふものであって，從って一般の子午線機も使用し得るのであるが，

　時期は牛月の頃を特に選ぶ．

第三．工Pスの光度観測．賜れは1901年に偶然エロスの光りが攣動ずるこ

　とが獲見されナこことを思ひ，こんども同様な攣化が見つかるかも知れな

　いとの豫期で行はれる．之れは華墨から始めても好いものである・

　　　　　　　　　　　　　　（20）

　我が京都の花山天文塁では，年初からいろいろエロス槻測の準備をして

ゐナこが，去る九月二十八日の夜，中村要事が11センチ爲眞鏡によつて逸早

くエロスを護罪し，ついで九月三十日と，十月三日夜とに柴田，中村，宮

澤三氏が何れも爲眞によってエロスを目測しナこ・十月上旬は月のナこめ多少

観測を妨げられナこが・中旬からは忠言に観測が心行せられる筈である・


